
長久手市地域見守り安心ほっとライン 0 5 6 1 - 6 3 - 5 5 5 6
ご近所で 「いつもと違う」 と気づいたときはお電話ください
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365日受付
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この広報紙は、植物油インキを
使用しています。この広報紙の無断転載を禁じます。  視覚障がい者のみなさんにも家族から読んであげてください。

この広報紙は、
水なし印刷です。

 City Public Relations M
agazine

市長のまちづくりにかける想いを市長の語り口でお伝えします。
市ＨＰ「にょぜがもん」もぜひご覧ください。

「防犯コミュニティ」会員募集！！

第1２回 運営会議開催のお知らせ

●防犯パトロール
　日時：毎週水曜日 19時30分～1時間
●小学校登下校見守り
　登校 毎週月曜日～金曜日
　下校 毎週火曜日、水曜日

　日時：３月1５日(日)午後３時から午後５時
　場所：西小校区共生ステーション

安心・安全なまちづくりを一緒にしてくださる方お待ちしています。
詳しくは、下記までお問い合わせ下さい。

市が洞
■通学路の清掃活動をします
地域の子どもたちと一緒に通学路のごみを拾うなど清
掃活動を実施しますので、皆さんぜひご参加ください。
【日時】3月14日（土）10：00～11：30
【集合場所】蟹原公園
■『ちいきの掲示板』の発刊準備を行っています
市が洞小学校区の広報誌として新年度から協議会の
活動を皆さんにお知らせするため、定期的に「ちいき
の掲示板」を発刊し、全世帯にお届けする予定です。
【初回の発刊】　3月末～4月
【発刊回数】　　年4回（4月、7月、10月、1月）

市が洞小学校
イメージキャラクター

小学校区まちづくり協議会
http://ichigahora.sakura.ne.jp/ (協議会HP)

Vol.73
　

これからの子どもたちにとって大切なこと

　子どもたちにとって学校の授業は面白いことなのだろうか？私は、ときどきそんなことを考えることがあり
ます。
　私は、昨年の１２月にNHKの「１８祭（フェス）」という番組をYouTubeで観ました。その中で、RADWIMPS
というグループの「正解」という歌を初めて聴きました。
　その歌は、若者たちが知りたいこと、学びたいことは、すでに答えがあることではなく、友達との仲直りの方
法や励まし方、人を好きになることなど、正解がなく、大人たちも教えることができないことで、自分だけの正
解を探したいと決意する内容で、番組の中では、その歌を1,000人の若者が涙を流しながら、歌っていました。
　学校で教えてくれることは、答えのあることが中心です。「１＋１」「アルキメデスの原理」など。そんなことは、
スマートフォンに聞けば答えてくれます。一方で、スマートフォンに「私の好きな人は誰？」と聞いても、答えを
出してはくれません。そうした答えがないことにこそ、大切なことがあると私は思います。
　これからの日本は、全く新しい社会になります。今までは、人口が増加する社会でした。山の頂が正解で、
早くそこにたどり着く人が評価されました。横道にそれたり、寄り道したりすることは、ダメという評価でした。
しかし、今は人口が減少する社会で、誰も経験したことがありません。山を下りていく社会です。麓は３６０度
広がっているから、どこに下りてもいいのです。一目散に下りてもいいし、景色を見ながらゆっくり下りても
いい。いろいろな人が、どのように下りても正解です。全員素晴らしいし、誰もが必要な時代になったのです。
　漢字や英単語や数学の公式を覚えることは、もちろん大切なことです。しかし、たくさんの人に会ったり、
本を読む面白さに気付いたり、朝日が昇る美しい風景などを見たり、黄金色に光る落ち葉が風に踊る音を聞
いたりして、感性を磨いて欲しいと思います。人と出会い、交流することは、わずらわしいことですが、それが、
正解のない人生を歩むうえで大切なことだと思います。
　形のないもの、目に見えないものに価値を見出すことができる子どもたちが大人になると、多様な選択
や価値観を互いに認めることができる素晴らしい社会になると思います。ぜひ、いろいろな人と知り合って、
人生１００年を豊かに生きてほしいと思います。
※Vol.72について、記事の一部を「How dare you.」に訂正し、お詫びします。


